
■気象レーダ設備の工事完了のお知らせ

●ＣバンドレーダとＸバンドレーダの仕様比較

【Ｘバンドレーダの特徴】
・データ取得範囲が次ページのとおり、従来の高高度観測に対して、低高度での観測が可

能となります。
・また、データ取得メッシュが「１ｋｍ」から「２５０～５００ｍ」となり、より詳細な

観測が可能となります。
・以上のことから、より精度の高い雨量観測が可能となります。

【別紙①－１】

レーダ種類

観測目的

データの分解能
（データ取得メッシュ）

Ｃバンドレーダ
（ 従 来 ）

Ｘバンドレーダ
（ 今 回 ）

降雨の実況監視
（ 広 域 ）

降雨の実況監視強化
（ 狭域・詳細 ）

１ｋｍ ２５０～５００ｍ



天竜村
売木村

阿南町

下條村
阿智村

喬木村

飯田市

豊丘村

高森町
松川町

飯島町
中川村

大鹿村

駒ヶ根市

伊那市

宮田村

南箕輪村

箕輪町

原村

諏訪市

辰野町

茅野市

岡谷市

下諏訪町

赤穂レーダ局
天竜川上流河川事務所

★

40㎞圏
（精度：中）

20㎞圏
（精度：高）

諏訪湖

■気象レーダ設備の工事完了のお知らせ 【別紙①－２】

天竜川上流河川事務所管内

今回の気象レーダ設備（赤穂局）により、
従来より低高度の雨量観測が可能となる範囲
（＝精度が高い雨量観測が可能）

Ｃバンドレーダ観測合成エリア図
（急峻な山々に囲まれており、高高度の観測となる）

※ただし、今後の検証等により、データ取得範囲が変更と
なる可能性があります。
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